














要   約:核家族化・少産少子化が定着してきている今日、母子共に変化の激しい出産後 1

ケ月間のケアや援助は重要かつ不可欠である。昨年度の調査結果から、初産婦が産後 1ケ

月間に受けたい援助として第一に望んでいることは、 「退院後の母児の家庭訪問」であ

ることが判明した。今年度はその希望に対応すべく助産婦職としての援助の可能性を探っ

てみることを目的とし、全国の地域開業助産婦・潜在助産婦の実態と意識を調査・分析し

た。その結果、全国の実働開業助産婦の 74%は実際に新生児・褥婦訪問を行っており、又、

地域母子保健活動に参画希望の潜在助産婦の半数は、すでに家庭訪問をおこなっていたり、

必要な研修を受けた上で依頼があれば家庭訪問を行うことに応じる意識があることがわか

った。又、その他にも周産期や女性のライフスタイルに関わる仕事もしたいし、その為の

卒後教育をも受けたいとしている。


